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イベントスペース（１階）

　「水・グリーンエネルギーの循環」分野の
活発な研究開発を促し、その活動が表出する
ような建物としました。１階には学内外の研
究者が集い研究発表等を行えるイベントス
ペースを計画し、２～４階は研究者同士の交
流やコラボレーションを誘発するコミュニ
ケーションスペースを中心に研究室と会議室
を計画しました。入居希望者の多様なニーズ
に対応するため、研究室は南北にまとめ、貸
出面積の増減が柔軟に行える計画です。
　大学の正門脇という立地と先進的な研究施
設を内包する建物として、シンプルな形状で
ありながらも、リブパネル・特殊塗装・打放
し仕上げ等、アクセントをつけたメリハリの
ある外観としました。また、色彩や素材感は
松本の自然環境に溶け込むものとしました。
　株式会社教育施設研究所　設計本部

　計画部部長　井出邦治

エントランス（外部）

見せる研究スペース（１階）

コミュニケーションスペース（４階） 防爆実験室（４階）

コミュニケーションスペース（３階） 手すり付き階段
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■工事名称：信州大学（松本）水エネルギー共創研究センター（仮称）新営
その他工事

■建　物　名：信州大学アクア・リジェネレーション共創研究センター
■住　　所：長野県松本市旭３－１－１
■建　築　主：国立大学法人信州大学
■設　　計：株式会社教育施設研究所
■監　　理：株式会社アーキディアック
■施　　工：池田建設株式会社甲信越支店（建築）

株式会社ＴＯＳＹＳ中信支店（電気）
川崎設備工業株式会社（機械）

■建築面積：㎡
■延床面積：，㎡
■構　　造：Ｓ造
■階　　数：４階
■工　　期：年１月日～年３月日
撮影・株式会社ロココプロデュース　林広明（一部写真・池田建設提供）
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アクア・リジェネレーション
研究と社会実装の拠点に
　松本キャンパス（長野県松本市）で建設を進めてきました「ア
クア・リジェネレーション共創研究センター」が完成しました。
信州大学の特色である水循環・グリーン水素などに関する材料研
究を軸に、基礎研究から社会実装まで一気通貫で実施できる研究
拠点となります。県内中央に位置する松本市に本センターを設け
ることで県内各地をフィールドとした実証研究を推進することが
可能です。
　また、センターの参画機関である山梨大学では、グリーンエネ
ルギー材料に関する最先端研究が実施されています。松本市は山
梨県にも近いため、当センターにおいて、山梨大学と信州大学の
グリーンエネルギー研究者の交流・共創を生み出し、両大学の相
乗効果によって世界に誇る研究成果を創出していく場として期待
されます。
　センターは、１階にイベントスペース、２～４階には産学官の
共創や材料化学研究などに活用できる室のレンタルラボを備え
ています。レンタルラボには、本学の研究者だけでなく、共同研
究を実施する企業や本学の研究成果を基に起業したスタートアッ
プなどが入居できます。さらに、２～４階中央部には、コミュニ
ケーションスペースなども設け、入居者同士で共創を生み出せる
工夫が施されています。各室には電気・ガス・給排水設備のほか、
５種類の特殊ガス配管・化学実験用耐薬性床材が整備されており、
化学実験に欠かせない局所排気装置（ドラフトチャンバー）の設
置が可能な部屋が大半を占めます。
　センター最大の特色として、屋上には、次世代のグリーンエネ
ルギーである水素を発生させる光触媒パネルを設置します。これ
は、太陽光と光触媒によってパネル内に充填された水を直接分解
し、電気を用いずに水素と酸素を発生させることができる画期的
なユニットであり、信州大学が世界で初めて開発に成功した水素
発生システムです。
　信州大学では、本センターをハブに企業・自治体・他大学との
つながりをさらに強め、水循環・グリーン水素研究を中心とした
イノベーション創出・社会実装の中核拠点として、今後一層の研
鑽（けんさん）を重ねてまいります。皆さまのご支援をよろしく
お願いいたします。

学長
中村　宗一郎

アクア・リジェネレーション
共創研究センター長

手嶋　勝弥

信州大学


